
 

雨水出水浸水想定区域について 

 

 

１ 趣旨 

 令和３年の水防法の改正により、想定最大規模降雨に対する雨水出水（内水）

浸水想定区域を指定及び公表します。 

 雨水出水（内水）浸水想定区域図は、大雨などが降った際、下水道管や水路な

どの雨水排水施設から河川等へ排水できずにマンホールや雨水ますからあふれ

出た場合に想定される浸水範囲やその深さを示した地図です。 

 近年、雨水排水施設の能力を上回るような大雨が全国的に増加しており、雨水

排水施設の能力を超える大雨に対して、町民の皆様に日頃からの水害に対する備

えや意識を持っていただくため作成・公表するものです。 

 

 

２ 作成方法 

 地形の状況、雨水排水施設（下水道管・水路・貯留施設・ポンプ施設など）、放

流先の河川などの情報をもとにパソコン上でモデル化し、仮想的に雨を降らせ、

浸水の状況をシミュレーションで再現しています。 

 国土交通省が作成した想定最大規模降雨の設定手法に基づき、ピーク時の１時

間に 153 ミリメートルの降雨に設定しています。 

 

 

３ 活用について 

 区域指定の告示を行い、町ホームページで公表します。また、広報などでも情

報提供します。 

 今後、河川洪水などの水害に関するハザードマップとも連携し、今回の雨水出

水浸水想定区域を取り入れたハザードマップを作成します。 
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